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当院における頭頸部癌患者の緩和ケアの現状と問題点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耳鼻咽喉科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○西岡 利恵　　兵頭 政光

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　看護部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤 恵子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麻酔科蘇生科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北岡 智子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神経精神科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　掛田 恭子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薬剤部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾木 恭子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域医療連携室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小谷 彩子

　頭頚部癌進行例では呼吸、発声、摂食嚥下などの機能障害や、疼痛、外見の変化などの問題が生じる。また、

高知県では進行癌例や、独居または高齢者夫婦のみの例が多く、医療的・経済的問題も多い。そこで、当院

では多職種による緩和ケアチームが、時には外来初診時からを含めて入院中、退院後、さらには終末期の患

者支援を積極的に行っており、緩和ケア依頼患者数は当科が最も多い。当院における緩和ケアの現状と問題

点について報告する。　
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